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江府町の人口

（4日30日現在）

世帯数1345世帯
人　口　も179人
（前月比　4人減）
（男）2542
（女）祁37
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歩
道
が
で
き
て
ひ
と
安
心
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五
月
の
朝
の
風
は
ま
だ
冷
た
い
。
時

た
ま
ビ
ュ
ー
と
う
な
り
を
立
て
て
、
北

風
が
ほ
お
を
か
す
め
て
吹
き
抜
け
る
。

そ
ん
な
寒
さ
に
も
負
け
な
い
で
、
新

し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ
新
人
薗
児
の

足
ど
U
は
勇
む
。

こ
の
ほ
ど
町
内
で
、
も
っ
と
も
交
通

の
多
い
国
道
一
八
三
ち
線
の
江
尾
下
停

留
所
か
ら
久
連
橋
ま
で
の
間
、
交
通
安

全
の
確
保
の
た
め
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
つ
き

の
歩
道
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
区
間
は
、
直
線
の
た
め
車
の
ス

ピ
ー
ド
も
速
く
、
　
車
両
も
激
し
く
往

来
し
、
危
険
な
場
所
で
し
た
。
こ
の
完

成
で
関
係
者
は
大
喜
び
。

▲
完
成
し
た
歩
道
を
通
園
す
る
園
児
た
ち

Soumu
四角形
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る
い
町
民
生
活
を
め
ざ
し
て

た

ば

こ

消

費

税

電

　

　

気

　

　

税

木
　
材
　
引
　
取
　
税

特
別
土
地
保
有
税

弓
〇
〇
〇

六
、
0
0
0

吾
〇

四
、
五
〇
〇

⊂＝⊃　⊂二つ

二二．　五

≡
一

⑳

江　　府　　町　　報

以
下
は
、
新
年
度
の
町
政
の
方
向
を
き
め
る
三
月
定
例

町
議
会
の
初
日
に
、
井
上
町
長
か
ら
述
べ
た
新
年
度
予
算

案
の
提
案
理
由
と
行
財
政
方
針
の
要
点
を
収
録
し
た
も
の

で
す
。

本
年
度
の
町
税
総
額
は
、
予
算
総
額

に
対
し
五
二
％
の
構
成
と
を
っ
て
お

り
ま
す
。

地
方
交
付
税

六
億
四
、
九
〇
〇
万
円

構
成
費
　
二
四
・
四
％

国
県
の
支
出
金
、
交
付
金

26億5，000万円
一般会
計予算

ト
行
財
政
方
針
を
述
べ
る
井
上
町
長
と
議
場

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

自
治
省
当
局
の
通
達
に
よ
れ
ば
、
本

年
度
予
算
編
成
に
対
す
る
基
本
方
針
と

し
て
、
先
ず
国
の
財
政
復
活
を
命
題
と

す
る
情
勢
下
に
お
い
て
、
行
政
全
般
に

わ
た
る
見
直
し
を
行
い
、
行
政
事
務
の

効
率
化
を
図
り
、
歳
出
面
の
節
減
合
理

化
と
歳
入
の
確
保
に
努
め
、
重
点
施
策

を
進
め
る
た
め
、
財
源
の
重
点
的
、
高

率
的
配
分
に
留
意
す
る
、
と
し
て
い
る

の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
を
国
の
情
勢
の
下
に
、
本

町
の
財
政
の
現
状
は
自
主
財
源
の
零
細

性
を
踏
ま
え
、
然
か
も
町
民
の
行
政
需

雪
に
応
え
、
国
並
に
県
の
助
成
交
付
金

の
伴
う
政
策
の
導
入
に
努
め
、
本
町
の

政
策
の
実
現
を
期
し
た
く
存
じ
ま
す
。

本
年
壕
は
国
の
情
勢
と
し
て
、
圧
節

財
政
下
に
お
い
て
、
本
町
は
中
国
電
力

揚
水
発
電
事
業
に
開
通
し
、
財
源
の
裏

付
の
あ
る
事
業
を
実
施
す
る
為
に
、
極

力
圧
縮
は
い
た
し
ま
し
た
が
、
二
、
六

五
〇
、
〇
〇
〇
千
円
の
予
算
案
を
編
成

い
た
し
ま
し
た
。

●
歳
入

歳
入
総
額

二
六
億
五
、
0
0
0
万
円

町
税
総
顔一億
三
、
五
〇
〇
万
円

内
訳

自
動
車
重
量
税

地
方
道
路
譲
与
税

自
動
車
取
得
税
交
付
金

国
有
提
供
施
設
交
付
金

交
通
安
全
対
策
交
付
金

国
　
庫
　
支
　
出
　
金

県

　

支

　

出

　

金

そ
の
他
の
歳
入

分

　

　

的

使
用
料
手

財

　

産

　

収

寄

　

　

付収越　人

入金金金人

八、喜〇

三
、
五
g

三
、
〇
〇
〇

四
呂

四
≡

妻
九
、
萱
一

二
栗
、
喜
八

七
二
、
八
一
四

三
、
九
宍

三
四
、
〇
四
一

一、四要

語
（
、
〇
〇
二

五
、
8
〇

三
四
、
三
九
九

⊂＝⊃　⊂：二つ　〔ここ⊃

∃百二＋一一一　三

－　⊂：二つ　六　　　　　－　（：二つ　二

三　二　九　　　　　三　一一・一　一七

町

　

　

民

　

　

税

固
　
定
　
資
　
産
　
税

軽
　
自
　
動
　
車
　
税

⑳

金
鮒
（
千
円
）

五
〇
、
八
〇
口

実
、
〇
三
三
、
五
三

構
成
比
％

一・九

町
　
起
　
債

内
訳
（
分
麺
別
）

過

　

　

疎

　

　

憤

同
　
和
　
事
　
業
　
債

厚
生
施
設
事
業
債

公
有
林
野
事
業
債

農
林
対
策
事
業
債

毒
ハ
、
二
〇
〇
千
円

四
三
、
四
〇
〇
千
円

t
七
五
、
三
岩
千
円

三
七
、
六
D
O
千
円

岩
、
四
≡
千
円
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⑳

⑳

町
税
は
歳
入
の
五
・
一
詫

●
歳
出

歳
出
予
算
の
性
質
別
は
左
表
の
通
り

で
す
が
、
構
成
を
分
析
し
て
み
ま
し
て

も
、
人
件
費
の
構
成
は
総
予
算
に
対
し

一
三
・
〇
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

経
常
収
支
に
対
比
し
て
み
ま
し
て
も
三

六
・
八
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
こ
れ
の
県
下
全
町
村
平
均

（
昭
和
五
十
三
年
度
）
を
見
ま
す
と
四

一
・
一
％
と
を
っ
て
お
り
ま
す
。

又
、
普
通
建
設
費
は
一
、
四
〇
三
、

二
二
七
千
円
で
あ
り
ま
し
て
、
予
算
総

額
に
対
比
し
て
五
三
・
〇
％
の
構
成
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
の
本
町
予
算
は
伸
率
に
お
い

て
一
五
一
・
四
％
の
大
型
予
算
と
を
っ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
国
の
情
勢
を

考
え
れ
ば
巨
額
公
債
に
依
存
し
て
来
た

国
家
財
政
は
公
債
依
存
体
質
を
脱
却
す

る
た
め
、
歳
出
の
規
模
を
極
力
圧
縮
し
、

歳
入
を
見
直
し
て
財
政
再
建
政
策
が
と

ら
れ
る
情
勢
下
に
お
い
て
矛
盾
す
る
如

く
で
あ
り
ま
す
が
、
本
町
は
予
て
昭
和

四
十
七
年
来
中
国
電
力
の
揚
水
発
電
の

地
点
町
と
し
て
、
地
元
理
解
と
、
地
元

住
民
の
補
償
対
策
に
つ
い
て
全
力
を
傾

注
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
す
べ
て
円
満

な
妥
結
を
見
ま
し
た
の
で
、
い
よ
い
よ

本
年
度
よ
り
こ
れ
に
開
通
す
る
周
辺
地

域
整
備
事
業
、
並
び
に
協
力
金
事
業
等

財
源
的
に
増
収
の
情
勢
に
到
達
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
私
は
こ
れ
の
情
況
を
踏

え
、
決
し
て
軽
挙
す
る
こ
と
無
く
、
堅

実
を
旨
と
し
、
将
来
を
想
い
慎
重
を
期

し
て
予
算
を
編
成
し
た
次
第
で
あ
り
ま

す
が
、
然
か
し
普
通
建
設
事
業
費
は
予

算
の
五
〇
％
を
超
え
る
計
画
と
相
成
っ

歳出予算総額　26億5，000万円

構成比
％

13．0

6．2

0．2

2．8

53．0

8．0

0．9

1．9

金　額
憶　　　千円

341，895

164，708

5．650

75，074

1，403，227

212．600

23．500

51．561

220

230，610

10，000

性　質　別

人件費触絢を合い

物　　件　　費

維持　補　修費

扶　　助　　費

普　通　建設費

公　　債　　費

貸　　付　　金

繰　　出　　金

償　　還　　金

積　　立　　金

予　　備　　費

て
お
り
ま
す
。

私
は
常
に
町
財
政
の
構
造
の
上
に
お

い
て
、
自
主
財
源
の
潜
在
力
の
造
成
の

問
題
を
主
願
に
し
て
参
り
ま
し
た
。

即
ち
、
本
年
度
予
算
に
お
き
ま
し
て

も
、
予
算
総
額
に
対
し
五
・
一
％
の
町

税
力
を
以
て
し
て
は
将
来
の
行
政
需
要

と
町
民
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
は
不
可

能
と
思
う
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
に
当
り
ま
し
て
、
大
型
の
揚

水
発
電
施
設
の
地
点
町
と
な
り
ま
す
こ

と
は
、
功
罪
共
に
あ
る
と
は
申
し
な
が

ら
、
財
政
実
力
の
抜
本
的
造
成
の
見
地

か
ら
す
れ
ば
、
将
来
の
為
に
こ
れ
を
育

て
な
く
て
は
を
ら
ぬ
と
存
じ
ま
す
。

即
ち
、
現
在
の
本
町
の
固
定
資
産
税

の
課
税
標
準
額
は
三
十
一
億
円
を
出
を

い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
一
千

億
円
前
後
に
造
成
す
る
こ
と
に
を
り
ま

す
と
、
本
町
の
財
政
基
盤
は
抜
本
的
に

安
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
町
の

行
政
進
展
と
町
民
福
祉
の
充
実
は
期
し

て
待
つ
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

町
民
の
管
さ
ま
の
一
層
の
ご
協
力
を
願

う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

又
、
私
は
予
算
の
構
成
の
上
に
お
い

て
、
人
件
費
を
始
め
経
常
費
と
建
設
事

業
費
の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
に
つ
い
て
特

に
留
意
し
て
参
り
ま
し
た
。

人
件
費
は
単
価
を
押
え
て
冷
遇
す
る

と
言
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
機
構

を
吟
味
し
て
、
可
能
な
限
り
合
理
化
し
、

経
常
経
費
を
極
力
節
減
す
る
事
で
あ
り

ま
す
。
建
設
事
業
費
は
住
民
の
為
の
社

会
施
設
で
あ
り
、
産
業
施
設
で
あ
り
ま

す
か
ら
、
こ
れ
に
は
可
能
な
限
り
投
資

す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

財
源

財

存

依

本
年
度
に
お
い
て
、
予
算
額
の
五
三
・

〇
％
に
当
る
二
　
四
〇
三
、
二
二
七
千

円
を
投
入
し
て
お
り
ま
す
事
は
、
電
源

開
発
関
連
の
国
の
交
付
金
事
業
に
よ
る

も
の
と
は
言
い
な
が
ら
、
本
町
の
社
会

施
設
及
び
産
業
施
設
の
造
成
が
画
期
的

に
進
展
す
る
も
の
で
、
園
及
び
地
方
国

体
財
政
の
「
ひ
っ
迫
」
の
時
に
当
り
、

充
分
心
し
て
慎
重
に
対
処
す
べ
き
も
の

と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

Soumu
四角形
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九
億
四
、
〇
六
芳
五
千
円

総
務
管
理
費

八
億
九
、
八
三
二
万
三
千
円

本
年
壕
に
お
き
ま
し
て
は
、
県
下
市

町
村
に
於
て
国
家
公
務
白
の
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
に
準
じ
、
地
方
公
務
員
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
、
並
び
に
、
町
長
及
び
議
会
議

員
及
び
各
行
政
委
員
会
委
員
、
非
常
勤

の
特
別
職
及
び
区
長
の
報
酬
の
ア
ッ
プ

を
行
い
ま
し
た
。

町
長
及
び
議
会
議
員
の
報
酬
に
つ
き

ま
し
て
は
、
鳥
取
県
西
部
町
村
特
別
職

報
酬
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
実
施
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

財
産
管
理
費
　
　
　
二
一
、
正
円
〇
千
円

徴
　
　
税
　
　
費
　
一
－
丘
、
七
八
九
千
円

交
通
安
全
対
策
費
　
　
　
二
、
二
ハ
九
千
円

丙
交
通
安
全
施
設
昭
博
撃
　
∴
〇
六
〇
千
円

消
　
防
　
費

三
、
二
八
万
七
千
円

小
型
ポ
ン
プ
一
一
碁
　
　
二
、
二
五
五
千
円

戸
籍
住
民
登
録
費

八
〇
三
万
円

昭
和
五
十
一
年
度
か
ら
丘
か
年
計
画

で
進
め
て
参
り
ま
し
た
戸
籍
再
生
事
業

中国電力俣野川揚水発電集約に

伴う協力金（12億円）の処分につ

いて悼重に地元協議をとげ、議会

協議を経て参りましたが

総　額　　1，200，000千円

町及び地区外基金480，000千円（40．00％）

地元地区基金　　49，000千円（4．08％）

犠牲要素処分　671．000千円（55．92％）

計　　1．2軋000千円（100％）

内約190．000千円を財源として

町の主管の下に積立て、この利息

を以て全町集落の部落経営上、部　例
落福祉、或は部落土木、部落産業、

その他各般にわたる部落経営に資

するため、江府町部落経営基金条

例の制定を提案する次第でありま

す。

農
機
具
保
管
庫
建
設
費
　
二
言
害
千
円

後
進
地
域
経
営
改
葬
葦
費
　
　
七
二
二
千
円

明
　
通
　
館
　
運
　
営
　
費
　
一
、
八
八
六
千
円

同
和
教
育
振
興
費
　
二
、
莞
七
千
円

同
和
問
題
は
、
人
類
普
遍
の
原
理
で

あ
る
人
間
の
自
由
と
平
等
に
関
す
る
問

題
で
あ
り
、
基
本
的
人
権
に
係
わ
る
重

大
を
社
会
問
題
で
あ
り
ま
す
。
「
同
和

問
題
の
解
決
は
、
国
及
び
地
方
公
共
同

体
の
責
務
で
あ
り
、
国
民
的
課
題
」
と

し
て
、
昭
和
四
十
四
年
に

業
特
別
措
置
法
が
制
定
さ

岨
増
訝

は
、
延
二
、
五
四
三
戸
籍
に
つ
い
て
予

定
通
り
完
了
し
、
法
務
局
の
審
査
も
完

了
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
住
民
基
本
台
帳
の
近
代
化

に
古
手
し
て
参
り
ま
す
。

即
ち
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
漢
字
導

入
が
可
能
と
な
り
、
今
後
多
目
的
を
分

頓
に
敏
速
な
処
理
が
出
来
る
よ
う
準
備

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

同
和
対
策
費

一
億
三
、
一
八
二
万
四
千
円

同
和
対
策
研
憺
育
成
費

高
校
大
学
等
進
学
奨
励
曹

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

用

水

路

改

修

事

業

林
　
道
　
改
　
設
　
事
　
業

一
、
六
三
千
円

七
九
二
千
円

一
八
、
二
五
九
千
円

二
二
、
三
岩
千
円

三
三
、
喜
〇
千
円

か
年
延
長
の
を
か
で
事
業
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
も
の
の
、
残
す
と
こ
ろ
一
年

余
り
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
、
今
ま
で
対
策
事

業
や
同
和
教
育
運
動
を
推
進
し
、
一
定

の
成
果
を
み
る
に
至
り
ま
し
た
が
、
し

か
し
、
今
尚
美
別
事
象
が
後
を
絶
た
ず
、

全
国
的
に
は
部
落
地
名
総
鑑
に
み
ら
れ

る
ご
と
く
、
悪
質
な
人
権
侵
犯
事
件
が

あ
り
、
加
え
て
産
業
・
教
育
・
生
活
・

福
祉
な
ど
、
差
別
実
態
か
ら
の
解
決
に

は
未
だ
不
充
分
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
き
び
し
い
差
別
の
実
態

を
み
る
と
き
、
こ
の
法
の
強
化
改
正
の

実
現
の
た
め
、
政
府
に
要
請
す
る
と
共

に
、
私
は
今
後
、
全
町
民
の
皆
様
と
共

に
同
和
教
育
の
徹
底
を
期
し
て
自
身
の

意
識
を
正
す
為
に
一
層
の
努
力
を
致
す

所
存
で
あ
り
ま
す
。
何
率
全
町
民
各
位

の
、
い
っ
そ
う
の
．
ご
協
力
を
要
請
す
る

処
で
あ
り
ま
す
。

児
　
蚤
　
館
　
建
　
設
　
費

県
営
作
宅
敷
地
拡
張
費

用

排

水

路

改

修

費

水
道
配
水
管
布
設
悸
費

生
活
相
談
員
設
置
費

同
和
対
策
推
進
協
議
会
費

⑳

蓑
、
入
会
千
円

三
、
大
呂
千
円

一
、
八
〇
〇
千
円

一
、
望
〇
千
円

一
、
窒
六
千
円

一
、
≡
〇
千
円

田田
2億229万6千円

福
祉
対
策
の
充
実

■
昭
和
五
十
五
年
度
同
和
事
業
で

地
区
道
路
が
完
成

社
会
福
祉
基
金

本
町
の
社
会
福
祉
基
金
は
、
昭
和
三

十
七
年
に
創
設
し
て
町
民
の
善
意
を
積

立
っ
て
来
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
当

初
三
か
年
計
画
で
四
〇
〇
万
円
を
目
標

と
し
て
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

自
乗
、
こ
れ
を
育
成
し
て
参
り
ま
し

た
が
、
現
在
一
、
八
〇
〇
万
円
に
育
成

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
本
年
度
本
会
計
を

以
て
二
〇
〇
万
円
を
追
加
積
立
て
を
行

⑳

い
、
二
、
〇
〇
〇
万
円
の
原
資
と
し
て
、

こ
れ
に
よ
っ
て
生
れ
る
利
息
一
二
〇
万

円
を
本
会
計
を
通
じ
、
法
外
援
護
の
福

祉
対
策
の
充
実
を
期
し
た
き
所
存
で
あ

り
ま
す
。

特
に
私
は
、
こ
の
基
金
が
本
年
を
以

て
創
設
二
〇
同
年
（
会
費
基
金
開
始
十

五
年
）
　
に
相
当
し
、
偶
々
本
年
は
国
際

障
害
者
年
に
相
当
す
る
を
思
い
、
福
祉

対
策
の
充
実
を
期
す
べ
し
と
存
じ
て
お

り
ま
す
。

Soumu
四角形
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社
会
福
祉
総
務
費

三
二
八
四
四
千
円

報町府江

老
人
福
祉
費

八
、
六
〇
九
千
円

人
間
尊
重
は
叫
ば
れ
て
も
、
老
人
は

疎
外
さ
れ
が
ち
で
あ
り
ま
す
。

人
間
誰
も
が
到
達
す
べ
き
老
蟻
に
、

安
住
の
境
地
を
つ
く
る
事
は
政
治
の
要

諦
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
物
質
の

規
地
よ
り
も
心
の
安
住
が
大
切
と
存
じ

ま
す
。即ち
、
高
齢
者
対
策
・
独
居
老
人
・

寝
た
き
り
老
人
・
身
障
者
福
祉
・
生
活

扶
助
・
温
い
心
の
社
会
の
建
設
な
ど
充

実
し
て
参
り
ま
す
。

老
人
対
策
は
特
に
健
康
第
一
に
努
力

し
、
進
ん
で
心
身
の
活
力
を
養
う
運
動

を
進
め
る
為
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
育
成
し

て
参
り
ま
す
。

老
人
福
祉
明
徳
学
園

老
人
福
祉
と
生
涯
学
習
を
吻
合
さ
せ
、

殊
に
老
人
の
自
発
参
加
を
求
め
て
、
心

身
共
に
気
迫
あ
る
若
返
え
り
と
、
健
康

管
理
を
基
調
と
し
た
老
人
の
集
間
活
動

の
場
と
し
て
の
明
徳
学
園
は
、
も
は
や

本
町
に
を
く
て
は
な
ら
を
い
学
園
と
し

て
定
着
し
、
老
人
の
方
た
ち
は
も
と
よ

⑳

り
、
全
町
各
家
庭
か
ら
も
大
い
在
る
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
一
層
充
実
し
、
高
齢
者
の
心
情

に
応
え
、
何
人
も
到
達
す
べ
き
老
境
に

希
望
と
愛
情
の
溢
れ
る
社
会
の
建
設
を

期
し
た
く
念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
福
祉
対
策

一
九
七
六
年
、
国
際
連
合
総
会
に
お

い
て
、
本
年
を
国
際
障
害
者
年
と
す
る

こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
障
害
者
年
の
大
目
的
は
「
完
全

参
加
と
平
等
」
を
啓
発
し
、
こ
れ
を
実

現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
か
ね
て
障
害
者
福
祉
協

会
の
活
動
を
授
助
し
、
個
々
の
補
装
具

購
入
費
助
成
・
障
害
者
手
帳
交
付
手
続

費
助
成
・
障
害
者
住
宅
整
備
金
貸
付
事

業
な
ど
の
外
、
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）

発
育
手
当
金
支
給
（
単
町
昭
和
四
七
年
）

重
症
者
福
祉
電
話
設
置
な
ど
対
策
し
て

参
り
ま
し
た
。

本
年
は
、
本
郡
で
行
わ
れ
る
福
祉
大

会
を
支
援
し
、
障
害
者
の
社
会
参
加
に

寄
与
し
た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

児
童
福
祉
費

七
、
八
四
七
千
円

本
町
が
昭
和
五
十
三
年
単
独
で
創
設

い
た
し
ま
し
た
父
子
年
金
制
度
は
、
社

会
的
な
反
響
も
大
き
く
、
各
方
面
よ
り

照
会
が
寄
せ
ら
れ
、
国
に
お
き
ま
し
て

も
、
昭
和
五
十
五
年
度
所
得
税
法
の
改

正
に
伴
い
、
父
子
家
庭
に
控
除
の
制
度

を
設
け
る
に
至
り
ま
し
た
。

本
年
度
こ
の
父
子
年
金
の
額
を
改
訂

す
べ
く
、
本
議
会
に
条
例
改
正
、
予
算

共
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
外
、
小
中
高
入
学
並
び
に
卒
業

の
支
度
金
制
度
を
始
め
、
児
童
手
当▲ゲートボールを楽しむ明徳学園生

（
該
当
者
九
六
名
）
　
災
害
遺
児
手
当

（
該
当
者
六
名
）
等
の
制
度
を
活
用
し
、

児
童
の
健
全
成
長
を
守
っ
r
参
り
ま
す
。

児
童
福
祉
施
設
費

三
五
、
七
二
六
千
円

昭
和
五
十
四
年
度
新
築
開
園
い
た
し

ま
し
た
子
供
の
国
保
育
園
は
、
一
二
〇

名
を
定
員
と
見
込
ん
で
施
設
い
た
し
ま

し
た
が
、
初
年
度
九
七
名
、
翌
年
度
一

二
名
と
措
置
幼
児
が
増
加
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

私
は
、
子
供
の
国
保
育
園
は
、
名
の

示
す
如
く
に
山
の
大
自
然
の
中
に
育
つ

子
供
の
環
境
を
造
成
し
て
、
心
身
共
に

健
全
を
人
生
の
育
成
に
努
め
度
い
と
念

願
し
て
お
り
ま
す
。

江
尾
駅
か
ら
保
育
園
間
の
バ
ス
の
運

行
は
、
鉄
道
踏
切
、
国
道
横
断
の
交
通

を
守
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

バ
ス
借
上
料
増
加
の
見
込
み
に
対
し
、

本
年
度
は
父
兄
負
担
分
は
措
置
と
い
た

し
た
く
、
又
、
保
育
料
に
つ
い
て
は
、

国
の
指
導
は
「
時
節
柄
財
政
収
入
確
保

の
見
地
か
ら
国
の
基
準
に
基
づ
い
て
徴

収
す
べ
き
も
の
」
と
の
見
解
で
あ
り
ま

す
が
、
本
町
に
お
い
て
は
、
本
年
度
は

国
の
基
準
よ
り
約
一
〇
％
減
の
額
を
基

準
と
い
た
し
た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
園
児

に
対
し
て
は
、
更
に
そ
の
半
額
を
免
除

し
て
、
幼
児
と
そ
の
家
庭
を
守
る
措
置

を
続
け
て
参
り
ま
す
。

母
子
福
祉
費八

〇
五
千
円

母
子
会
活
動
を
扶
け
、
会
員
の
相
互

扶
助
と
親
ぼ
く
を
図
る
運
営
を
援
助
し

て
お
り
ま
す
が
、
人
生
の
大
半
を
弧
独

に
耐
え
、
女
手
一
つ
に
生
活
を
支
え
子

の
貴
青
に
専
念
し
て
来
た
人
生
は
、
表

現
を
越
え
て
き
び
し
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。行
政
は
、
こ
れ
に
温
い
社
会
愛
と
、

明
る
い
希
望
を
提
供
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

若
齢
母
子
の
会
員
に
対
し
て
は
、
椀

種
的
参
加
を
求
め
て
お
り
ま
す
。

昨
年
県
の
政
策
と
し
て
創
設
さ
れ
た

母
子
家
庭
医
療
費
扶
助
制
度
を
導
入
い

た
し
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
当
初
か
ら

実
施
す
る
外
、
母
子
資
金
利
子
補
給
、

小
中
・
高
校
入
学
及
び
中
卒
就
職
支
度

金
助
成
を
行
い
、
母
子
家
庭
の
心
情
と

生
活
を
支
援
し
て
行
く
方
針
で
あ
り
ま

す
。

二
二
三
万
六
千
円

本
町
の
勤
労
所
得
者
の
健
康
増
進
、

並
び
生
活
対
策
、
又
労
働
意
欲
増
進
対

策
の
一
助
に
も
を
る
よ
う
な
、
身
近
な

施
策
を
実
施
い
た
し
た
く
念
願
し
て
お

り
ま
す
。
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町
民
生
活
の

基
本
調
査
を
実
施

の
た
め
の
所
謂
「
灰
焼
場
」
の
構
築
に

つ
い
て
も
、
高
額
の
助
成
に
よ
り
設
置

を
進
め
て
ゆ
く
方
針
で
あ
り
ま
す
。

特
別
会
計
を
以
て
数
年
次
継
続
し
て
実

施
し
て
参
り
ま
す
。

水

道

管

理

費

水
道
建
設
中
葉
餌

一
七
、
∵
」
八
千
円

▲
－
六
、
一
四
一
千
円

報T
J
m
P府江

▲すこやかな赤ちゃんは母の祈り．BCG予防接種風景

住
民
衛
生
対
策
は
最
も
大
切
な
行
政

で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
保
健
婦

の
保
健
活
動
を
通
じ
、
町
民
生
活
の
碁

本
調
査
を
実
施
し
、
こ
れ
に
も
と
ず
き
、

横
極
的
に
健
康
対
策
を
進
め
て
参
る
方

針
で
あ
り
ま
す
。

即
ち
、

江
府
町
保
健
対
策
推
進
協
議
会
の
育
成

江
府
町
健
康
教
室
事
業

江
府
町
保
健
相
談
事
業

江
府
町
食
生
活
改
再
事
業

江
府
町
健
康
調
査
連
絡
事
業

な
ど
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

予
　
防
　
　
費
　
　
し
、
○
○
川
千
日

母
†
衛
生
費
　
　
　
　
ヒ
二
手
円

し
尿
処
理
啓
　
二
丘
、
－
丘
〇
千
円

健
康
推
進
費
　
　
　
∴
三
七
八
千
円

婦
人
健
撰
対
策
脅
　
　
　
　
七
九
八
千
円

日
野
町
、
江
府
町
、
日
南
町
衛
生
施

設
細
入
日
の
本
年
度
予
算
は
E
七
九
、
二

七
E
千
円
で
あ
り
ま
す
が
、
本
町
の
本

年
度
負
損
金
は
二
た
、
一
五
〇
千
円
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
施
設
も
、
年
間
の
季
節
的
ピ
ー

ク
時
の
処
理
能
力
の
増
強
と
、
浄
化
槽

汚
泥
処
理
対
策
及
び
処
理
水
浄
化
基
準

強
化
対
策
上
、
本
年
度
よ
り
約
四
億
円

の
事
業
費
を
投
入
し
、
二
年
計
画
を
以

て
実
施
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

じ
ん
芥
処
理
費

二
一
、
〇
五
九
千
円

じ
ん
芥
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年

々
処
理
適
の
増
加
を
見
て
お
り
ま
す
が
、

次
第
に
収
集
地
域
が
拡
大
し
て
来
て
お

り
ま
す
し
、
間
も
な
く
全
町
地
域
の
収

集
を
実
施
し
、
環
境
衛
生
の
実
を
あ
げ

度
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

尚
、
在
部
の
農
業
「
痍
棄
物
」
処
理

⑳

水
道
整
備
費

一
五
三
、
二
六
九
千
円

本
年
度
に
お
い
て
簡
易
水
道
施
設
新

設
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

川
筋
地
区
簡
易
水
道
施
設

同
　
の
補

水
　
　
道

分

　

机

肋

合　付モ　金

一
般
会
計
繰
出
金

正
∴
六
E
二
千
円

た
E
、
二
〇
〇
千
円

二
一
、
一
九
九
千
円

一
八
、
一
〇
〇
千
円

農
業
所
得
減
収
を
カ
バ
ー

被
害
経
営
資
金
　
二
百
万

田
田
田
臼

五
億
二
二
六
九
万
三
千
円

農
業
費

四
五
〇
、
二
田
二
千
円

水
稲
作
の
減
反
政
策
は
、
そ
の
後
転

作
政
策
に
転
じ
た
と
は
言
い
を
が
ら
、

作
目
が
労
力
上
か
ら
も
土
地
条
件
か
ら

も
、
価
格
の
上
か
ら
も
悪
条
件
で
伸
び

な
い
こ
と
は
今
後
の
農
政
上
の
基
本
問

題
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度

▲今年度も区長会を行い、水田利用再編成について真剣に話し合った

の
九
七
・
七
㍍
の
転
作
目
標
に
対
し
、

本
年
度
第
二
期
転
作
と
し
て
、
更
に
追

⑳

加
転
作
一
四
・
八
㍍
、
合
計
一
一
二
・

五
㍍
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

尚
、
売
渡
限
度
数
量
は
二
五
・
五
七

六
俵
と
し
昨
年
対
比
二
一
六
俵
減
と
を

っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
こ
の
様
を
反
農
的
現
状
に
対

し
、
極
度
の
不
満
と
失
望
を
禁
じ
得
を

い
者
で
あ
り
ま
す
が
、
又
一
面
、
現
今

の
食
生
活
の
変
化
の
現
状
を
考
え
れ
ば
、

米
の
生
産
農
家
を
含
め
て
、
米
食
の
減

少
の
状
態
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
状
況
の
中
で
、
米
の
需
給
の
バ

ラ
ン
ス
を
保
ち
つ
つ
、
又
食
糧
管
理
法

を
維
持
す
る
こ
と
は
、
転
作
政
策
の
問

題
は
議
論
を
超
え
て
取
組
ま
な
け
れ
ば

を
ら
な
い
問
題
で
も
あ
る
訳
で
あ
り
ま

す
。今
後
一
層
真
剣
に
水
田
利
用
再
編
成

の
農
政
問
題
を
具
体
化
し
て
、
新
し
い

現
代
農
業
型
態
を
案
出
し
を
く
て
は
な

ら
ぬ
と
念
輝
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
の
冷
夏
気
象
に
よ
る
水
稲
作

を
始
め
、
農
業
生
産
全
般
の
被
害
は
、

数
十
年
来
例
の
少
な
い
程
で
あ
り
ま
し

た
。本
町
に
お
き
ま
し
て
も

水
稲
に
お
い
て
　
　
　
　
　
三
一
％

大
根
に
お
い
て
　
　
　
　
　
二
〇
％

葉
た
ば
こ
に
お
い
て
　
　
　
二
〇
％

の
被
害
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
事
後
対
策
に
つ
い
て
は
配
慮
し

て
参
り
ま
す
が
、
特
に
農
家
の
総
合
所

得
増
収
対
策
に
力
を
入
れ
、
農
業
所
得

減
収
を
カ
バ
ー
し
て
い
く
考
え
で
あ
り

ま
す
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形



農
業
振
興
対
策
費

一
〇
、
八
二
五
千
円

⑳

⑳

内
周
午
飼
育
対
策
費

子
牛
互
助
会
対
策
倍

優
良
牝
牛
保
留
対
策
費

日
給
飼
料
対
策
費

放
牧
経
営
追
求
事
業
費

一
書
千
円

三
D
千
円

宍
八
千
円

宅
〇
千
円

一
、
三
〇
〇
千
円

報町府江

被
害
農
業
者
経
営
資
金
対
策
費

農
村
青
年
後
継
者
対
策
費

農
産
物
処
理
加
工
所
運
営
対
策
費

水
田
利
用
再
編
計
画
促
進
脅

水
田
転
作
大
豆
生
産
改
善
対
策
費

土
地
改
良
費

広
域
農
道
負
担
金

か
ん
が
い
排
水
事
業
費

農
道
整
備
費

は
場
整
備
事
業
費

農
村
基
盤
総
合
整
備
普

一
、
空
一
千
円

一
三
千
円

一
、
0
0
0
千
円

「
完
〇
千
円

二
四
五
〇
千
円

三
七
、
三
D
一
千
円

二
、
六
九
〇
千
円

三
、
突
七
千
円

至
、
三
五
千
円

八
〇
、
九
一
九
千
円

四
〇
、
五
〇
二
千
円

山
村
振
興
対
策
事
業
費

七
七
、
五
五
七
千
円

第
三
期
山
村
振
興
農
林
漁
業
対
策
と

し
て
、
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
六
十
年

度
ま
で
五
か
年
間
、
農
業
条
件
整
備
及

集
落
環
境
な
ど
整
備
を
行
い
、
農
村
基

盤
の
近
代
化
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

地
域
農
政
対
策
費

自
然
休
養
村
事
業
費

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
管
理
費

畜
産
振
興
費

一
三
云
千
円

六
、
二
二
七
千
円

四
、
昌
9
T
円

五
、
九
三
九
千
円

畜
産
振
興
は
、
本
町
の
自
然
条
件
か

ら
も
、
水
田
転
作
政
策
上
か
ら
も
、
植

極
的
に
施
策
し
な
け
れ
ば
在
り
ま
せ
ん
。

特
に
繁
綿
半
の
維
持
増
殖
を
図
る
た
め

に
は
、
放
牧
経
営
を
徹
底
的
に
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
省
力
飼
育
及
経
済
効

果
を
追
求
し
て
、
以
て
増
頭
の
基
盤
を

造
成
す
る
た
め
、
試
作
的
に
長
期
放
牧

経
営
牧
場
を
開
設
い
た
し
た
き
所
存
で

あ
り
ま
す
。

林
　
業
　
費

六
、
二
四
五
万
一
千
円

町
行
造
林

四
二
、
二
四
七
千
円

本
町
は
昭
和
三
十
七
年
度
か
ら
長
期

造
林
計
画
を
立
て
、
遂
年
造
林
施
業
を

実
施
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
他
に
公
団

造
林
、
県
造
林
施
業
を
導
入
し
て
、

森
林
造
成
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
一
一

〇
h
a
の
新
楢
を
実
施
い
た
し
度
い
と
存

じ
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
長
期
造
林
計
画
実
施
二
十
同

年
に
成
り
ま
す
が
、
本
年
度
の
計
画
を

実
施
致
し
ま
す
と
、
本
年
度
末
に
は

に
し
て
、
一
千
町
歩
の
森
林
造
成
を
成

し
遂
げ
る
こ
と
に
在
り
ま
す
の
で
、
山

国
江
府
町
の
将
来
に
と
っ
て
、
希
望
と

夢
の
あ
る
意
義
深
い
事
業
で
あ
る
と
存

じ
ま
す
。

今
後
は
主
と
し
て
、
こ
の
一
千
町
歩

の
撫
育
管
理
に
専
念
し
、
加
え
て
林
道

等
の
森
林
施
設
整
備
を
進
め
た
い
と
存

じ
ま
す
。

林
道
改
良
事
業
費

一
三
、
二
六
千
円

以
上
農
林
事
業
費
総
額
五
一
二
、
六

九
三
千
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
が
、

こ
の
農
林
予
算
の
構
成
比
は
一
九
二
二

五
％
を
占
め
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、

今
後
一
層
農
業
の
近
代
化
と
農
業
経
営

の
合
理
化
を
図
っ
て
参
り
た
い
も
の
と

念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

町
民
所
得

本
町
の
農
業
所
得
及
び
勤
労
所
得
、

更
に
営
業
所
得
を
ど
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。
こ
れ
を
昭
和
五
十
四
年
度
対
比
（
昨
年
度
対
比
）

住
民
総
所
得
に
お
い
て
一
四
〇
・
五
七
％

勤
労
所
得
に
お
い
て
　
一
一
二
・
八
九
％

農
業
所
得
に
お
い
て
　
　
九
二
・
六
五
％

資
産
所
得
に
お
い
て
　
　
三
〇
〇
・
〇
〇
％

こ
の
推
計
か
ら
見
ま
す
と
、
先
ず
農

業
所
得
が
九
二
二
ハ
五
％
と
在
っ
て
お

り
ま
す
の
は
、
昨
年
の
冷
夏
被
害
に
よ

る
産
米
、
棄
た
ば
こ
等
の
減
収
が
主
因

で
あ
り
ま
す
が
、
反
面
大
根
は
一
億
一

千
万
円
の
増
収
と
を
り
、
産
米
代
金
を

超
え
て
第
一
位
を
占
め
ま
し
た
。

尚
、
子
牛
及
び
牛
乳
は
共
に
僅
か
を

が
ら
、
昨
年
よ
り
増
収
と
な
っ
て
お
り

ま
す
し
「
ほ
う
れ
ん
草
」
は
倍
増
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

勤
労
所
得
は
一
二
・
八
九
％
の
伸
び

と
を
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
個
人

所
得
増
と
人
数
増
の
両
面
で
あ
り
ま
し

た
。
本
町
の
場
合
就
労
の
機
会
増
に
よ

る
と
こ
ろ
と
存
じ
ま
す
。

又
、
資
産
所
得
三
〇
〇
％
に
つ
き
ま

し
て
は
、
俣
野
川
揚
水
発
電
に
よ
る
物

件
売
買
に
よ
る
売
却
代
金
に
よ
る
臨
時

収
入
で
あ
り
ま
す
。

尚
、
総
所
得
に
お
い
て
一
四
〇
・
五

七
％
は
同
じ
く
、
揚
水
発
電
に
関
す
る

交
渉
集
約
に
よ
る
協
力
費
一
二
億
円
を

含
め
た
総
所
得
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。私
は
、
こ
の
住
民
総
所
得
の
臨
時
的

収
入
に
対
処
し
、
町
民
各
位
に
対
し
切

に
要
請
す
る
処
は
、
地
域
の
た
め
に
も

自
分
自
身
の
た
め
に
も
、
将
来
に
備
え

て
資
本
を
蓄
積
下
さ
る
よ
う
切
望
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

家
畜
導
入
利
子
補
給

子
牛
販
路
対
策
費

酪
農
経
営
維
持
対
策
費

畜
産
振
興
研
究
費

水
田
転
作
肥
育
牛
対
策
費

一
、
三
呂
千
円

三
〇
千
円

蓋
八
千
円

四
七
D
千
円

三
四
〇
千
円

町
　
行
　
造
　
林

四

岩

公
団
契
約
造
林
　
　
三
四
〇

県
行
契
約
造
林
　
　
二
六
六

合
　
　
　
計
　
一
、
〇
〇
〇

八一七〇
ha ha ha ha

昭和55年中町民所得推定の内訳

と
在
り
、
正
に
計
画
樹
立
以
来
二
十
年

1，171，135千円
（17，471俵）　　324，112千円
（571頭）　　215．857千円

20，160千円

45，965千円
7，475千円

333，212千円

5，000千円
12．000千円

33，156千円
5，647千円

420千円

5，200千円

4，555千円
7，862千円

22，414千円
58，100千円

60，000千円

10，000千円

3，785，080千円
3，347，080千円

200．000千円
88，000千円

120，000千円
30，000千円

350，000千円
919，000千円
269、000千円

550，000千円

100，000千円

620，000千円
180、000千円

330．000千円

90、000千円
20．000千円

1，200，000千円

8，045，215千円

（56豆削

（416，679k9）

（41頭）
（322．800束）

（20，287k9）

（13，257k9）

得
米
牛
牛
乳
く
根
菜
り
こ
蚕
木
他
び
草
葱
金
柑
他
得
得
金
金
金

所

　

　

　

　

大

野

く

ぼ

　

　

の

　

ん

　

励

　

所

所

　

賃

貸

育
　
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
さ
れ
　
奨
　
の
　
　
　
　
労
労

業
　
　
　
　
原
工
茸
た
　
　
莱
　
う
　
作
　
　
労
与
　
林
術

の　　他

農
産
子
肥
牛
乳
高
加
椎
葉
養
花
山
わ
は
自
転
木
そ
勤
給
賃
山
技
そ
●営　業　所　得
●資　産　所　得
預金利子及び有価証券配当

土地その他売却代金
その他資産所得

●受　給　所　得
恩　給　年　金

国　民　年　金

扶　　助　　費
そ　の他受給

●臨　時　所　得
●住民総所得合計

Soumu
四角形

Soumu
四角形



国包
1億4970万8千円

ス
キ
ー
リ
フ
ト
を
建
設

南
大
山
ス
キ
ー
場

報町府江

商
工
振
興
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

特
に
活
気
あ
る
経
済
活
動
を
興
こ
し
業

界
の
健
全
な
る
育
成
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

本
町
は
目
下
工
事
中
の
俣
野
川
揚
水

発
電
所
建
設
工
事
に
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

業
界
の
振
興
を
図
る
と
共
に
、
経
営
の

健
全
化
と
信
用
の
育
成
に
努
め
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

町
と
し
て
は
、
先
ず
町
商
工
会
の
活

動
を
育
成
す
る
為
、
一
、
六
〇
〇
千
円

を
助
成
し
、
更
に
商
工
振
興
開
発
研
究

費
と
し
て
二
〇
〇
千
円
を
助
成
し
、
地

方
に
お
け
る
中
小
企
業
の
振
興
策
の
研

究
を
要
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

最
近
の
経
済
情
勢
の
中
で
、
制
度
金

融
が
比
較
的
安
易
に
扱
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
一
面
に
お
い
て
は
結
構

を
事
で
あ
り
ま
す
が
、
反
面
非
常
に
危

険
を
事
で
あ
り
ま
し
て
、
安
易
を
金
融

が
失
敗
の
原
寓
と
在
る
事
を
思
い
、
金

融
の
取
扱
を
引
締
め
る
必
要
が
あ
る
と

存
じ
ま
す
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も

一
層
、
商
工
会
の
賢
明
を
研
究
を
要
望

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

小
　
口
　
融
資
　
九
〇
、
〇
〇
〇
千
円

店
舗
改
善
資
金
　
二
七
、
〇
〇
〇
千
円

同
和
小
口
融
資
　
二
四
、
〇
〇
〇
千
円

計
　
　
　
一
四
一
、
〇
〇
〇
千
円

私
は
こ
の
融
資
が
適
切
に
運
営
さ
れ
、

業
界
各
自
の
経
営
の
上
に
、
有
効
な
成

果
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

観
光
費一

二
、
九
七
三
千
円

本
町
の
観
光
行
政
の
方
針
と
し
て
、

私
が
堅
持
し
て
お
り
ま
す
と
こ
ろ
は
、

先
ず
自
然
保
護
で
あ
り
、
自
然
産
業
で

電源交付金事業費

7億1，538万円

企
画
関
係

57，050千円

538．800千円

68，100千円

6，830千円

4，040千円

13，460千円

27．100千円

（内訳）

町民総合運動場整備事業費

町民総合体育館新築事業費

集会所新設事業費

町道整備事業費

テレビ共同アンテナ整備事業費

共同作業場新設事業費

林道整備事業費

第3期山村振興対策事業

山村広場造成事業費　　　16，114千円

資材保管施設新設事業費　　27．508千円

農産物処理加工施設整備費　3．521千円

水路改修事業費　　　　　　4，002千円

その他

発電用施設周辺地域整備法に基づ

く、交付金の倍額交付の条件を確得

して、11億5，200万円の交付金を

もって、昭和55年度から、向う5か

年間にわたり実施する計画でありま

す。

この内30％に当る345，600千円は、

直接町行事案に充当するもので、主

として白住町民スポーツ公園造成に

充当するものであり、その他は、主

として犠牲地域の「補充整備事業」

に充当して、環境及び農林業施設

の補強事業を実施するものでありま

す。

▲いつまでも大切に
天然記念物「武庫の七色がし」

あ
る
と
言
う
心
構
え
は
本
年
も
変
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
町
の
商
業
的
資
本
開
発
の
無
い
自

然
美
と
、
高
原
野
菜
の
豊
富
を
生
産
、

年
間
四
季
を
通
じ
て
の
自
然
環
境
、
そ

し
て
本
町
の
持
つ
歴
史
、
文
化
は
最
も

貴
重
を
観
光
資
源
で
あ
る
こ
と
も
変
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

更
に
は
本
町
の
有
形
無
形
文
化
財
に

つ
い
て
は
、
荒
神
神
楽
、
十
七
夜
踊
り

な
ど
保
護
伝
承
し
て
参
り
ま
す
。

又
、
天
然
記
念
物
の
保
護
、
名
勝
の

発
掘
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

農
林
資
料
館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
は

本
町
の
歴
史
実
在
を
伝
承
す
る
内
容
を

収
容
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一

層
充
実
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

名
勝
「
か
ま
こ
し
き
」
の
公
開
を
本

年
度
は
実
行
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ス
キ
ー
リ
フ
ト
建
設

一
億
円

江
府
町
南
大
山
ス
キ
ー
場
の
整
備
を

図
り
、
ス
キ
ー
リ
フ
ト
を
設
置
し
、
広

く
ス
キ
ー
場
の
公
開
利
用
に
供
し
、
町

内
外
の
健
康
増
進
と
観
光
に
活
用
し
、

更
に
は
地
元
経
済
効
果
の
実
を
上
げ
た

き
も
の
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

日
田

九
、
一
七
一
万
七
千
円

町
道
自
任
大
橋
に
つ
い
て

白
住
運
動
公
園
に
渡
る
白
住
大
橋
の

新
設
に
つ
い
て
、
過
疎
代
行
事
業
に
よ

り
早
期
実
現
を
県
及
び
国
に
対
し
、
議

会
共
々
要
請
し
、
そ
の
実
現
を
期
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

道
路
維
持
費

橋
梁
維
持
費

道
路
新
設
改
良
費

道
路
整
備
事
業
費

交
通
安
全
施
設
整
備
費

六
、
四
七
〇
千
円

八
、
九
六
〇
千
円

七
、
二
九
〇
千
円

四
〇
、
九
二
二
千
円

一
、
〇
六
〇
千
円

河
川
改
良
に
つ
い
て

日
野
川
自
任
護
岸
に
つ
い
て
は
白
住

町
立
町
民
ス
ポ
ー
ツ
公
園
造
成
計
画
に

関
連
し
、
全
町
七
五
〇
m
の
内
、
特
に

三
四
〇
m
前
後
を
早
期
着
工
を
国
に
対

し
議
会
共
々
要
請
し
、
順
次
全
延
長
を

継
続
し
て
施
工
を
期
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

▲自任大橋の建設が予定されている
入江から白住附近

⑳

⑳

Soumu
四角形

Soumu
四角形



臼
田

壷
二
、
八
〇
八
万
七
千
円

教
育
総
務
費

二
二
九
九
〇
千
円

′J、中

二戸　半

寄
　
宿

社
会
教

校校舎育

費
　
四
六
、
六
一
九
千
円

公
　
民
　
館

貸費貸費

一
六
、
七
四
三
千
円

四
、
一
六
六
千
円

二
〇
、
四
九
二
千
円

七
、
九
六
六
千
円

せ
柁
財
保
護
亨
歴
史
民
俗
資
料
館
費
　
九
二
六
千
円

明
徳
学
園
費

同
和
教
育
費

同
和
教
育
集
会
所
費

一
、
七
九
七
千
円

二
、
五
〇
七
千
円

一
、
八
八
六
千
円

⑳

教
育
文
化
を
高
め
る
た
め
の
施
策
を

進
め
、
学
校
教
育
施
設
を
充
実
し
、
益

々
学
校
教
育
の
振
興
を
図
る
た
め
、
教

育
委
員
会
に
お
い
て
努
力
を
払
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

社
会
教
育
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
近

代
社
会
の
様
相
は
必
ず
し
も
安
易
な
も

の
で
は
を
く
、
経
済
社
会
の
社
会
悪
に

対
処
し
て
、
青
少
年
健
全
育
成
、
並
び
に

老
人
対
策
上
の
見
地
か
ら
も
、
又
一
般

成
人
及
び
婦
人
団
体
育
成
上
か
ら
も
、

社
会
教
育
こ
そ
最
も
重
要
な
時
代
と
な

っ
て
来
た
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

同
和
教
育
の
徹
底
は
、
全
人
的
基
本

教
育
と
し
て
、
学
習
を
徹
底
し
て
行
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
早
学
習
即
実
行

の
直
結
学
習
を
進
め
て
参
り
た
く
存
じ

ま
す
。明
徳
学
園
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
生

涯
教
育
と
福
祉
を
吻
合
さ
せ
た
人
間
愛▲婦人学級で料理講習会

を
基
調
と
し
た
、
高
齢
者
の
自
主
的
活

力
あ
る
学
園
と
し
て
守
っ
て
ゆ
く
方
針

で
あ
り
、
学
園
関
学
の
精
神
は
、
何
人

も
到
達
す
る
老
境
に
人
の
心
の
温
い
社

会
を
育
て
、
高
齢
者
自
身
も
健
康
と
若

や
の
活
力
は
自
分
で
養
う
こ
と
を
学
習

す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

保
健
体
育
費

四
、
〇
〇
四
千
円

近
来
、
次
第
に
地
域
社
会
の
青
年
層

を
始
め
、
婦
人
、
壮
年
層
、
老
人
層
共

に
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
に
取
り
入
れ
ら
れ
、

今
後
こ
の
機
運
は
一
層
高
ま
っ
て
ゆ
く

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
状
態
が
近

代
社
会
の
様
相
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の

生
活
化
で
あ
り
ま
す
。

即
ち
、
社
会
体
育
の
重
要
を
る
所
以

で
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
先
年
釆
計

画
し
て
お
り
ま
し
た
町
民
ス
ポ
ー
ツ
公

園
の
建
設
の
構
想
は
、
い
よ
い
よ
本
年

度
か
ら
自
任
地
帯
に
本
格
的
に
施
工
い

た
し
ま
す
。

計
画
し
て
お
り
ま
す
の
は
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
四
コ
ー
ト
、
陸
上
グ
ラ
ン
ド
及

び
野
球
場
、
水
泳
プ
ー
ル
及
び
大
体
育

館
（
屋
内
テ
ニ
ス
可
能
施
設
）
を
整
備

し
、
周
辺
を
公
園
化
し
、
ス
ポ
ー
ツ
と

園
遊
の
健
康
団
地
と
し
て
整
備
し
、
社

会
体
育
の
基
地
と
い
た
し
た
く
存
じ
ま

す
。私
は
又
、
町
内
地
域
、
職
域
、
又
は

ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
の
平
素
の
ス
ポ
ー

⑳
ッ
愛
好
の
現
状
に
対
し
、
町
と
し
て
こ

れ
を
育
成
支
援
し
、
一
層
そ
の
振
興
を

図
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。

学
校
給
食
費

一
四
、
〇
七
三
千
円

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
本
町
は
す

で
に
セ
ン
タ
ー
方
式
を
以
て
実
施
し
て

お
り
ま
す
し
、
更
に
牛
乳
給
食
、
並
び

に
米
飯
給
食
は
県
下
市
町
村
に
先
発
し

て
実
施
し
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
私
は
こ
れ
か
ら
是
非
早
期
に
実
現

い
た
し
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
は
、
牛
乳

給
食
の
メ
ー
カ
ー
供
給
の
現
状
を
改
め
、

町
内
生
産
の
牛
乳
を
給
食
す
る
制
度
上

の
分
析
と
対
策
及
び
施
設
の
条
件
に
つ

い
て
検
討
し
、
そ
の
実
現
を
期
し
た
く

存
じ
ま
す
。

町
民
運
動
場
建
設
事
業
費

五
九
五
、
八
五
〇
千
円

本
町
教
育
費
の
分
析
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・小学校費　　46．619千円

児童数　　　　　　294人

児童1人当り158，568円

・中学校費　　20，909千円

生　徒　数　　　165人

生徒1人当り126，721円

・学校給食費14，073千円

520人
′ト中学校

児童生徒数

1人当り　　　27，063円

・社会教育費　20，492千円

町民人口　5，157人

町民1人当り　3，974円

・社会体育費　4．004千円

町民1人当り　　　776円

町
民
ス
ポ
ー
ツ
公
園
造
成

白
住
団
地
は
既
に
土
地
買
収
を
終
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
唯
今
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
四
面
及
び
グ
ラ
ン
ド
造
成
工
事
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
本

年
度
は
こ
れ
の
完
成
と
、
更
に
町
民
体

育
館
の
建
設
を
行
い
た
い
と
存
じ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
接
す
る
日
野
川

左
岸
七
五
〇
m
の
護
岸
建
設
の
件
、
並

び
に
自
任
大
橋
建
設
の
件
は
、
い
ず
れ

も
大
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、
議
会
の
お
力

添
え
を
戴
き
是
非
実
現
い
た
し
た
く
建

設
省
に
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
建
設
は
、
英
に

大
事
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
然
し
今
後

の
近
代
社
会
に
お
い
て
、
最
も
重
要
を

不
可
欠
の
施
設
で
あ
る
と
存
じ
て
お
り
ま

す
の
で
、
早
期
実
現
を
期
し
て
参
り
ま

す
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形



報

俣野川揚水発電計画

町府江

▲武庫地区タム建設予定地下流

俣
野
川
発
電
所
建
設
に
つ
い
て
は
昭

和
四
十
八
年
八
日
、
試
掘
調
査
の
巾
し

入
れ
、
続
い
て
昭
和
行
い
二
年
し
日
、

本
工
事
申
し
入
れ
を
受
け
て
以
来
、
前

後
八
か
年
を
経
過
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
特
に
地
元
地
区
に
在
っ
て

は
、
非
常
な
論
議
の
中
か
ら
次
第
に
集

約
が
進
み
、
昭
和
九
十
四
年
度
蒼
千
言

よ
る
倍
御
交
付
に
よ
る
周
辺
整
備
法
に

よ
る
事
業
認
定
を
受
け
る
資
格
を
取
得

し
、
続
い
て
、
地
権
物
権
売
買
の
交
渉

も
、
色
々
と
曲
折
は
締
ま
し
た
が
、
札

も
双
方
の
要
請
を
受
け
ま
し
て
、
そ
の

調
整
を
計
り
、
い
ず
れ
も
す
べ
て
円
満

に
妥
結
を
見
ま
し
た
の
で
、
昨
年
八
日

以
来
本
格
的
に
本
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
に

進
行
中
で
あ
り
ま
す
。

私
は
昨
年
八
目
二
十
一
円
物
件
売
買

交
渉
の
妥
結
を
見
て
、
本
t
事
の
苦
工

の
機
会
に
わ
い
て
、
中
川
電
力
本
社
に

山
根
社
長
鳥
ね
、
所
謂
協
力
費
の
提

供
を
要
望
す
る
と
共
に
、
そ
の
解
に
つ

い
て
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
も
、
会
社
側
の
言
い
分
と
、
私
の

ト
張
と
は
必
ず
し
も
俄
に
▲
敦
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
多
少
の
交
渉
の
経
過

は
あ
り
ま
し
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は

卜
二
億
日
で
双
方
妥
結
を
見
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

雌
中
電
と
し
て
は
、
十
二
億
円
の
内

訳
と
し
て
、
十
億
七
千
万
円
と
一
億
三

「
〃
日
に
分
割
し
て
処
理
し
た
い
と
の

申
し
川
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
は

社
内
の
処
廊
万
式
と
し
て
了
承
し
、
当

⑳

方
と
し
て
は
総
軍
十
－
億
円
と
し
て
処

押
す
る
こ
と
と
し
、
双
方
相
互
理
解
で

妥
結
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
の
協
力
料
の
処
分
案
に
つ
い

て
、
先
ず
地
元
横
牲
地
域
の
代
表
者
会

議
を
開
き
、
人
目
議
を
重
ね
ま
し
た
が
、

‖
来
数
か
月
を
要
し
ま
し
た
。

そ
の
間
、
議
会
に
地
元
会
議
の
状
況

を
報
告
し
了
承
を
悍
ま
し
た
が
、
十
二

億
円
の
紘
雅
に
対
し
ま
し
て
、
四
億
八

十
〃
円
と
別
に
川
千
九
百
万
円
、
計
五

億
∴
千
九
H
万
円
へ
四
四
・
〇
八
％
）

を
町
及
び
町
内
」
二
卜
九
部
落
の
行
政
区

を
対
象
に
、
約
二
億
円
を
元
資
と
し
て

部
落
経
営
基
金
を
創
設
す
る
事
に
つ
い

て
、
地
元
地
区
並
び
に
議
会
の
ご
了
承

を
得
ま
し
た
の
で
、
本
議
会
中
に
江
府

町
部
落
経
常
基
金
条
例
を
提
出
し
、
ご

審
議
を
願
い
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
基
金
の
創
設
は
、
今
後
将
来
に

．
渉
っ
て
本
町
の
行
政
進
展
の
た
め
に
、

叉
本
町
の
住
民
生
活
向
卜
の
た
め
に
、

更
に
町
内
全
部
落
の
地
域
社
会
運
営
の

卜
に
、
梅
め
て
有
効
に
作
用
す
る
も
の

と
存
じ
ま
し
て
、
本
町
行
政
に
と
っ
て

画
期
的
な
も
の
と
存
じ
ま
す
。

更
に
私
は
、
こ
の
発
電
工
事
に
関
連

し
て
、
地
元
地
区
に
在
っ
て
は
、
各
椎

の
物
権
並
に
地
権
の
売
買
が
成
立
し
た

訳
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
売
買
所
得
が

一
時
的
に
乱
費
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
各

々
将
来
の
た
め
資
本
と
し
て
賢
明
に
事

柄
さ
れ
、
再
生
庵
の
養
鰻
収
得
に
役
立

て
て
符
い
た
い
せ
念
願
し
、
行
政
的
に

助
言
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
工
事
中
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
は
、
先
ず
施
要
当
局
を
督
励
し
、
更

に
町
民
の
協
力
を
要
請
し
、
更
に
簸
て

町
に
お
い
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
し

た
、
池
の
内
警
察
官
駐
在
所
も
完
成
し

ま
し
た
の
で
、
近
く
警
察
官
の
駐
在
が

開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
治
妄
対
策
に
万
全
を
期
し
て
参
り

ま
す
。

下
蚊
屋
農
業
ダ
ム
計
画

こ
の
計
画
は
正
に
十
年
来
の
計
画
で

あ
り
ま
す
が
、
問
題
は
水
源
地
部
落
の

横
牲
対
策
に
つ
い
て
金
品
補
償
の
問
題

で
は
を
く
、
農
業
条
件
、
生
活
条
件
に

対
す
る
対
策
に
万
全
を
期
し
て
、
農
林

省
に
注
文
を
出
し
て
参
り
ま
し
た
。

農
林
省
も
真
面
目
に
町
の
注
文
に
つ

い
て
工
夫
し
、
対
策
案
を
提
示
し
て
来

て
お
り
ま
す
の
で
、
昨
年
地
元
に
対
策

委
員
会
も
構
成
さ
れ
、
真
剣
に
取
り
組

ん
で
研
究
を
隣
っ
て
お
り
ま
す

唯
今
県
道
の
方
線
に
つ
い
て
、
地
元

協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
近
く

本
格
的
を
説
明
会
に
入
る
こ
と
に
な
る

と
存
じ
ま
す
し
、
地
元
の
皆
さ
ん
も
勿

論
そ
の
構
え
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
又
地
元
の
将
来
に
対
し
、

慎
重
に
万
全
の
措
置
を
と
っ
て
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

⑳

町
長
日
誌

＊
3

1
R
H
H
H

2
［
口
月

3
用
冊

5
n
U
木

6
日
劫

7

R

‖

T

に

9
［
口
R
n

10
日
㈹

1
1
日
㈹

1
2
日
㈱

1
3
日
㈹

1
4
日
也

1
6
日
㈲

∴20
日
也

2
2
日
㈲

㌶
…

2
5
日
0
0

2
6
日
㈹

2
7
日
也

2
8
日
出

2
9
日
㈲

30
日
㈲

3
1
日
㈹

月

婦
人
会
研
修
会
（
米
子
）

庁
内
全

議
会
研
修
（
東
京
）

在
勤
母
子
・
父
子
家
庭
中
卒
生

徒
激
励
会
、
郡
社
会
教
育

会
議
、
江
尾
区
役
員
会
、

三
町
衛
生
施
設
組
合
譲
合
、

俳
句
教
室

米
沢
財
産
区

部
内
会
議

定
例
町
議
会
（
本
会
議
）

右
同
俣
野
警
察
官
駐
在
所
引
渡
式

中
学
校
卒
業
式

定
例
町
議
会
（
本
会
議
）

小
学
校
卒
業
式
、
水
田
利

用
再
編
区
長
会

婦
人
会
総
会

母
子
会
研
修

姑
全
日
ノ
詰
集
会
所
し
ゅ
ん
工

式
、
保
育
園
卒
園
式
、
農

協
和
牛
部
総
会

明
徳
学
園
卒
業
式

尾
上
原
集
会
所
し
ゅ
ん
工
式

西
成
用
水
池
し
ゅ
ん
工
式

食
生
晴
改
善
講
座
開
講
式

県
過
疎
対
策
総
会
（
鳥
取
）
、

農
業
委
員
会
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⑳

臆
矧
四
面
副

牧
歌
的
観
光
地
に
育
成

山
荘
甘
酒
茶
屋
運
営
事
業

報丁田府

甘
酒
茶
屋
の
設
立
の
意
味
は
、
唯
に

観
光
営
業
の
目
的
の
た
め
に
設
置
し
た

も
の
で
は
を
く
、
江
府
町
は
国
立
公
園

大
山
と
ひ
る
ぜ
ん
の
中
間
地
点
に
位
置

し
、
そ
の
間
二
本
の
有
料
道
路
が
接
続

し
て
走
っ
て
お
り
、
こ
の
有
料
道
路
添

い
の
地
帯
は
ほ
と
ん
ど
国
立
公
園
地
内

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
自
然
条
件
と
自
然
美
を
持
つ
江

府
町
と
し
て
、
然
か
も
、
こ
の
地
域
に

自
然
美
を
売
り
物
に
す
る
町
外
の
資
本

に
よ
る
施
設
開
発
は
許
る
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
軒
端
を
貸
せ
て
母
屋
と

住
民
を
盗
ら
れ
る
類
の
資
本
開
発
の
侵

入
を
厳
に
警
戒
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り

ま
す
。
然
か
し
を
が
ら
、
こ
の
裏
大
山
の
自

然
美
を
訪
れ
る
旅
行
者
の
た
め
に
も
、

又
本
町
の
住
民
の
た
め
に
も
、
又
町
外

の
資
本
侵
入
防
衛
の
た
め
に
も
、
こ
の

渓流で釣りを楽しむ

（甘酒茶屋一円）

国
立
公
園
の
自
然
美
を
持
つ
本
町
と
し

て
、
こ
の
程
度
の
公
営
施
設
は
必
要
で

あ
り
、
樺
に
こ
れ
を
基
地
と
し
て
、
自

然
保
護
を
観
光
資
源
と
し
て
、
自
然
観

光
と
観
光
農
業
の
育
成
を
図
り
、
又
そ

の
現
地
市
場
と
す
る
よ
う
運
営
す
べ
き

も
の
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

江

国民健康保険事業

660世帯見　込　世　帯　数

1．995人被　保　険　者　数

保　 険　 税　 総　 額 5 9 ，4 0 0 千円

1世帯当り保険税平均 9 0 ，0 0 0 円

1人当り保険税平均 2 9 ，7 7 4 円

蝶　 養　 費　 総　 額 2 9 7 ，8 6 4 千円

1 世帯 当り療養費 4 5 1千円

1 人 当　り療 養 費 1 4 9 ，3 0 5 円

国　 庫　 負　 担　 金 1 8 ，9 4 0 千円

一　 部　 負　 担　 金 8 9 ，3 5 9 千円

保険者負担金 （町） 8 9 ，5 6 6 千円

町 本 会 計 繰 入 金 1 5 ，0 0 0 千円

療養費総額297，864千円の内43．8％に当る

130，762千円は老人医蝶費であり、高額医療

費を含めて実質的に国庫負担を増強して、国

民皆保険と国民健康保険会計の体質強化を図

るべきであります。

本年度の本町1世帯当り保険税は112，727

円とそっておりますが、これは1世帯当り横

着費が451千円を見込まねばなりませんので、

その為保険税は1世帯当り112，727円となり

ますので、これを90．000円に減税するため、

町本会計から15，000千円を繰入れることとし、

国保運営協議会の議を経て予算案を提出いた

した次第であります。

故
に
本
町
は
大
山
南
壁
を
望
む
景
勝

大
平
原
に
町
営
甘
酒
茶
屋
、
烏
ケ
山
直

下
の
鏡
ケ
戊
に
国
民
休
暇
村
の
両
公
営

施
設
を
配
置
し
、
観
光
拠
点
と
し
、
中

間
地
帯
は
自
然
美
豊
か
を
高
冷
地
農
業

を
育
て
、
草
原
の
ス
ロ
ー
プ
は
牧
場
地

帯
と
し
て
畜
産
を
育
て
、
牧
歌
的
観
光

地
と
し
て
育
成
し
、
農
業
と
観
光
と
健

康
の
楽
土
と
し
て
開
発
し
て
ゆ
く
政
策

を
固
く
守
っ
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
を
拠
点
と
す
る
、
甘
酒
茶
屋
の

運
営
に
つ
い
て
も
、
自
然
休
養
村
事
業

と
マ
ッ
チ
さ
せ
、
合
理
的
運
営
を
進
め

て
ゆ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

尚
、
甘
酒
茶
屋
会
計
は
、
昭
和
五
十

五
年
度
に
お
い
て
、
本
会
計
に
三
七
〇

万
円
を
繰
入
れ
る
予
定
に
し
て
お
り
ま

す
。以

上
、
昭
和
五
十
六
年
度
一
般
会
計

予
算
案
並
び
に
特
別
会
計
予
算
案
を
提

出
い
た
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
（
条

例
案
件
省
略
）

お
世
話
に
な
り
ま
す

新
し
い
区
長
さ
ん
決
ま
る

今
年
度
の
部
落
区
長
さ
ん
が
次
の

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

区
長
さ
ん
は
部
落
の
事
業
等
を
始

め
と
し
て
、
役
場
と
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
仕
事
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
在
り
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

藤
田
松
男
（
本
こ
　
福
田
絹
江

へ
本
二
）
　
藤
田
一
男
（
本
三
）
　
手

島
平
（
本
四
）
　
川
端
直
（
本
五
）

相
見
稔
（
新
一
）
　
前
田
敏
明
（
新
二
）

山
口
昌
義
（
大
方
）
　
土
居
清
人
（
小

江
尾
）
　
竹
内
求
（
久
遠
）
　
森
谷
満

恵
（
佐
川
）
　
加
藤
泰
久
　
（
柿
原
）

長
岡
誠
（
宮
市
）
　
田
中
秀
樹
（
宮
市

原
）
　
加
藤
義
弘
（
助
沢
）
　
梅
田
文

二
　
（
下
蚊
屋
）
　
土
橋
竹
雄
（
笠
良
原
）

川
上
時
夫
　
（
御
机
）
　
加
藤
琢
美
（
乗

尾
）
　
川
上
房
雄
（
美
用
）
　
谷
口
稚

教
（
小
原
）
　
末
次
輝
夫
　
（
杉
谷
）

池
田
成
弘
（
貝
田
）
　
金
田
司
（
下
安

井
）
　
山
下
豊
（
洲
河
崎
）
　
井
上
等

夫
（
荒
田
）
　
橋
谷
億
（
半
の
上
）

森
次
郎
（
宮
の
前
）
　
加
藤
喜
郎
（
武

庫
）
　
生
田
功
（
新
道
）
　
宇
田
川
正

一
（
一
旦
）
　
加
藤
光
春
（
池
の
内
）

宮
本
孝
指
（
尾
上
原
）
　
藤
邦
雄
（
日

の
詰
）
　
下
原
忠
（
深
山
口
）
　
新
見

昭
三
（
吉
原
）
　
千
藤
尭
（
西
成
）

新
見
貞
美
　
（
袋
原
）
　
井
上
弘
美
　
（
大

河
原
）
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江　　府　　町　　報

明るく正しい選挙

町長・町議会議員一般選挙

投票日は6月21日

江
府
町
長
及
び
町
議
会
議
員
選
挙
の
告
示
が
あ
と
一
か
月
余
り

と
な
り
ま
し
た
。

躍
進
す
る
わ
た
く
し
た
ち
の
郷
土
「
江
府
呵
」
を
背
負
っ
て
立

つ
人
を
選
ぶ
、
い
ち
ば
ん
身
近
か
な
選
挙
で
す
。

告
示
は
、
六
月
十
四
日
、
六
月
二
十
一
日
（
第
三
日
曜
）
が
投

票
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
以
下
き
め
ら
れ
た
日
程
を
追
っ
て
、
有

権
者
に
関
係
の
深
い
事
項
を
収
録
し
ま
す
。

有
権
者
の
居
住
要
件

こ
の
た
び
の
選
挙
に
あ
た
っ
て
、
選

挙
人
名
簿
に
新
し
く
有
権
者
を
登
録
す

る
「
選
挙
時
登
録
」
は
、
今
年
三
月
十

三
日
以
前
か
ら
本
町
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
と
な
り
ま
す
。

投
票
日
で
二
十
歳
以
上

年
齢
に
つ
い
て
の
基
準
日
は
、
そ
の

選
挙
の
執
行
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
六
月
二
十
一
日
が
予
定
日
で
す
か

ら
、
昭
和
三
十
六
年
六
日
二
十
二
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
が
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
ま
す
。

6
月
1
5
日
　
立
候
補
届
の
最
終
日

立
候
補
届
の
最
終
日
で
あ
る
と
と
も

に
、
立
候
補
辞
退
届
の
最
終
日
で
す
。

6
月
1
5
日
　
選
挙
公
報
掲
載
申
請
期
限

6
月
1
7
日
　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

用
紙
等
交
付
請
求
の
期
限

こ
れ
は
俗
に
い
う
「
在
宅
投
票
」
が

で
き
る
身
体
障
害
者
と
、
戦
傷
病
者
の

場
合
で
す
。
該
当
者
は
事
前
に
知
事
が

発
行
す
る
手
帳
が
必
要
で
す
か
ら
、
家

族
の
方
で
選
管
に
問
合
せ
て
下
さ
い
。

町
長
・
町
議
選
日
程

6
月
1
8
日

開票風景（52年6月19日町長・町議選挙）

選
挙
期
日
の
告
示
は
、
六
月
十
四
日

と
さ
れ
ま
し
た
。
選
挙
の
期
日
そ
の
他
、

関
係
す
る
事
項
が
こ
の
日
の
告
示
で
発

効
し
ま
す
。

立
候
補
の
届
出
も
こ
の
日
か
ら
始
ま

り
、
届
が
終
る
と
「
選
挙
の
七
ツ
道
具
」

が
交
付
さ
れ
、
同
時
に
選
挙
運
動
・
不

在
者
投
票
も
開
始
さ
れ
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
縦
覧
終
了

選
挙
立
会
人
届
出
最
終
日

町
長
選
挙
の
立
会
演
説
会

・
告
示
の
日
か
ら
縦
覧
に
出
さ
れ
る
選

挙
人
名
簿
は
、
こ
の
日
で
縦
覧
を
完
了

し
ま
す
。
特
に
新
し
く
有
権
者
と
な
る

人
は
、
登
録
も
れ
が
な
い
か
確
め
ま
し

よ
ー
つ
。

・
こ
の
選
挙
で
は
、
開
票
と
選
挙
会
が

同
時
に
行
わ
れ
る
た
め
、
普
通
の
選
挙

⑳

で
選
任
さ
れ
る
「
開
票
立
会
人
」
は
、

「
選
挙
立
会
人
」
と
呼
ば
れ
、
二
つ
の

業
務
を
兼
ね
て
行
い
ま
す
。
こ
の
立
会

人
を
届
出
る
最
終
日
で
す
。

・
公
営
の
立
会
演
説
会
は
、
町
長
選
挙

に
つ
い
て
町
の
任
意
で
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
（
選
挙
法
一
六
〇
条
二
）

こ
れ
に
基
づ
き
次
の
四
会
場
で
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

6
月
1
8
日

午
前
1
0
時
米
沢
小
学
校

午
後
1
時
明
倫
小
学
校

ク
4
時
俣
野
小
学
校

ケ
8
時
日
輪
閣

＼
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報江　　府　　町

戯琵感感匡
6
月
1
9
日
・
氏
名
表
掲
載
順
序
の
く
じ

投
票
記
載
所
に
掲
示
す
る
候
補
者
の

氏
名
表
は
、
こ
の
日
行
う
「
く
じ
」
に

よ
っ
て
．
掲
載
の
順
序
を
き
め
ま
す
。

不
在
者
投
票
は

6
月
1
4
日
か
ら
2

0
日
ま
で

6
月
2
0
日

選
挙
運
動
最
終
日
、
不
在
者
投
票
も

投
票
日
の
前
日
で
す
。
選
挙
運
動
は

こ
の
日
い
っ
ぱ
い
で
終
り
で
す
。

な
お
、
街
頭
演
説
は
、
運
動
期
間
を

通
じ
て
、
朝
の
七
時
か
ら
夜
の
八
時
ま

で
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

・
投
票
日
に
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で

き
を
い
人
が
行
う
不
在
者
投
票
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
へ
出
向
い
て
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
こ
の
日
が
最
終
日
で
す
。

6
月
2
1
日
・
投
票
と
開
票
（
選
挙
会
）

投
票
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で
、
町
内
二
十
の
投
票
所
で
行
い
ま

投
票
用
紙
は

町
長
は
淡
紅
色
・
替
貝
は
白

投
票
用
紙
は
、
譲
合
議
員
「
白
」
町

長
「
淡
紅
色
」
と
色
わ
け
し
て
あ
り
ま

す
。
投
票
の
順
序
は
、
町
長
・
議
員
の

順
序
で
投
票
し
ま
す
。
開
票
（
選
挙
）

⑳
は
午
後
七
時
か
ら
、
第
一
投
票
所
に
あ

て
る
土
井
の
内
会
館
で
行
い
ま
す
。
開

票
は
町
長
、
議
員
の
順
序
で
す
。

6
月
5
日

立
候
補
予
定
者
の
説
明
会

町
長
、
町
議
選
に
立
候
補
し
よ
う
と

す
る
人
の
た
め
に
、
町
選
挙
管
理
委
員

会
で
は
六
月
五
目
午
前
十
時
か
ら
、
こ

の
選
挙
に
つ
い
て
「
立
候
補
の
手
続
・

選
挙
運
動
・
収
支
報
告
そ
の
他
」
の
説

明
会
を
ひ
ら
き
ま
す
。

立
候
補
を
予
定
さ
れ
る
人
は
、
こ
の

機
会
に
説
明
を
う
け
、
屈
用
紙
そ
の
他

を
受
取
っ
て
お
か
れ
る
と
便
利
で
す
。

投
票
管
理
者
の
研
修
会

投
票
に
つ
い
て
の
事
務
を
担
任
す
る

明朗選挙を期待

呵選挙管理委員会

委員長　砂□鶴寿

昭和28年の江府町発足から7期28年目、

任期満了による町議会議員、町長選挙は6

日21日執行の予定としました。

私達の郷土の選挙であるだけに4000有余

の有権者の極めて高い関心をあつめる選挙

となることが予想されます。公職の選挙は

国と地方の別を問わず、代講者に政治を任

せる「厳粛な信託行為」であります。

その為には、有権者が候補者の政見等を

知る手続きが切望されていましたが、本町

も選挙公報発行の条例が公布され、今回の

選挙から適用されることになりました。

公報については、有権者、候補者共に冷

静に対処いただきまして、意図する公正な

判断の一助となりますよう念願するもので

あります。

向う4か年、進展する町政を期待するた

め、今こそ本町で長く提唱してきた明るい

正しい選挙の実践のときと考えます。

をお、本町農業委員会委員の任期満了に

伴う選挙は、全国統一選挙の日程により来

る7円17日に予定されるところでありま

す。

希望あるあしたの江府町を築くため、各

選挙の候補者・有権者の責任ある行動を通

じて、明朗な選挙を切望して止みません。

投
票
管
理
者
は
、
こ
の
選
挙
の
有
権
者

の
中
か
ら
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
任
し

ま
す
。
投
票
管
理
者
は
在
職
中
、
関
係

地
域
内
で
選
挙
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
厳
正
中
立
が
要
求
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。職
務
に
つ
い
て
は
選
任
以
後
、
選
管

で
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

当
日
投
票
で
き
な
い
人
は

不
在
者
投
票
を

選
挙
の
当
日
投
票
に
行
け
な
い
人
は

告
示
の
日
か
ら
投
票
の
前
日
ま
で
に
、

選
挙
管
理
委
員
会
に
出
向
い
て
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

遠
隔
地
に
住
ん
で
い
る
人
は
郵
便
で

投
票
用
紙
を
請
求
し
、
受
取
っ
た
ら
住

所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
行
っ
て
投

票
す
る
訳
で
す
が
、
町
の
選
挙
は
不
在

投
票
の
期
間
が
一
週
間
し
か
な
い
の
で
、

手
ぎ
わ
よ
く
手
続
き
し
な
い
と
、
折
角

の
不
在
投
票
が
投
票
日
に
到
着
し
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
不
在
者
投
票

の
請
求
を
告
示
日
前
に
行
っ
て
お
き
、

告
示
と
同
時
に
用
紙
を
発
送
し
て
も
ら

う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

は
ど
こ
ま
で
も
「
投
票
日
に
投
票
に
行

け
な
い
事
情
」
・
に
よ
っ
て
で
き
る
行
為

で
す
か
ら
、
手
続
き
に
つ
い
て
は
事
前

に
選
管
へ
照
会
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
に

つ
い
て
は
、
次
頁
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

Soumu
楕円

Soumu
四角形



、晴れの叙勲

昭和56年春の叙勲が4月29日

に発表されましたが、本町では

次の二氏が受章されました。

黄
綬
褒
章

江
尾
　
浜
本
　
博
氏
〓
ハ
十
一
歳
）

報町府江

受
章
者
の
略
歴

勲
五
等
双
光
旭
日
章

江
尾
　
川
崎
仁
氏
（
七
十
六
歳
）

昭
和
二
十
六
年
浜
本
組
を
創
設
し
て

以
来
、
社
業
の
発
展
と
後
進
の
指
導
に

努
め
る
一
方
、
各
建
設
業
団
体
の
役
員

を
歴
任
し
、
業
界
の
近
代
化
に
尺
、
力
さ

れ
ま
し
た
。

在
宅
投
票
も
で
き
る

1
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
－

身
体
障
尊
者
手
帳
の
あ
る
人
で

▼
両
下
肢
・
体
幹
の
障
害
で
一
級
、

二
級
に
認
定
さ
れ
て
い
る
人
。

▼
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
障
害

で
は
、
一
級
と
三
根
の
人
。

戦
傷
病
者
手
帳
の
あ
る
人
で

▼
両
下
肢
・
体
幹
の
障
害
で
特
別

項
症
か
ら
第
二
項
症
の
人
。

▼
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
障
害

で
、
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
の

人
。
に
つ
い
て
は
自
宅
か
ら
郵
便
投
票

が
で
き
ま
す
。

手
続
き
は
下
の
岡
の
と
お
り
で

四
年
間
有
効
の
証
明
書
を
受
け
て

お
き
、
選
挙
の
都
度
、
投
票
用
紙

を
請
求
し
、
郵
便
で
投
票
す
る
も

の
で
す
。

証
明
雷
交
付
の
手
続
き

薫
名
簿
鷲
鰻
の
あ
る

方
　
　
　
　
　
　
－

章
町
の
遭
管
に

＃便接繋証明吾
の交付中洞

l叩過管　か　ら
郵便で証明書
を本人に交付

四年間有効

投
票
用
紙
請
求
の
と
き

E
」
暦
　
圏

こ
の
手
続
き
に
必
要
な
用
紙
は

町
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
備
え
て

い
ま
す
か
ら
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
に

安
江
さ
ん

井
上
町
長

全
国
自
然
休
養
村

協
議
会
長
に
再
任

大
正
十
三
年
、
江
尾
尋
常
高
等
小
学

校
訓
導
を
振
り
出
し
に
三
十
六
年
間
、

教
育
界
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

退
職
後
は
、
町
教
育
委
員
と
な
り
委

員
長
と
し
て
も
十
八
年
に
わ
た
り
教
育

一
筋
。
今
度
の
受
章
は
、
半
世
紀
を
超
え
る

多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

井
上
町
長
は
、
去
る
四
月
七
日
東
京

で
ひ
ら
か
れ
た
」
「
全
国
自
然
休
養
村
協

議
会
」
の
総
会
で
、
再
度
会
長
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
以
来
連
続
し
て
副
会

長
の
要
職
に
あ
り
、
昭
和
五
十
四
年
に

全
会
一
致
で
会
長
に
推
さ
れ
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。

自
然
体
贅
村
の
事
業
は
、
農
山
漁
村

の
す
ぐ
れ
た
自
然
環
嘘
を
持
つ
全
国
市

⑳

町
村
の
特
性
に
応
じ
、
観
光
農
林
漁
業

を
組
織
的
に
計
画
的
に
す
す
め
、
国
民

に
健
全
な
自
然
環
境
と
産
物
を
提
供
し

な
が
ら
農
林
漁
業
の
振
興
と
地
域
開
発

を
計
る
農
林
水
産
省
の
重
点
政
策
の
一

つ
で
す
。

農
林
漁
業
政
策
の
将
来
に
大
き
な
指

針
を
与
え
る
本
協
会
運
営
の
責
任
者
と

し
て
、
全
国
の
指
定
市
町
村
の
期
待
も

大
き
く
活
躍
を
祈
る
と
こ
ろ
で
す
。

五
月
一
日
付
け
で
、
安
江
久
夫
さ
ん

（
洲
河
崎
）
に
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁

護
委
員
の
委
嘱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
上
原
裕
臣
さ
ん
（
江
尾
）

と
、
二
人
の
人
権
擁
護
委
員
で
相
談
を

受
け
ま
す
。

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、
近
所

で
の
も
め
ご
と
を
ど
、
人
権
に
か
か
わ

る
こ
と
は
、
お
気
軽
に
相
談
し
て
下
さ

ヽ

■

　

0

安
江
久
夫
　
電
話
　
二
二
〇
八

⑳

上
原
裕
臣
　
電
話
　
二
〇
九
八

行
政
相
談
員
に
も

安
江
久
夫
さ
ん
は
、
四
月
一
日
付
け

で
行
政
相
談
委
員
に
も
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
と
は
、
役
所
や
公
社
、
公

団
等
の
仕
事
に
つ
い
て

説
明
に
な
っ
と
く
で
き
な
い

こ
の
よ
う
に
し
て
は
し
い

処
理
が
ま
ち
が
っ
て
い
る

処
理
が
お
そ
い

不
親
切
を
扱
い
を
受
け
た

な
ど
の
苦
情
、
要
望
を
受
け
て
、
そ
の

解
決
や
実
現
を
図
る
と
と
も
に

ど
ん
を
手
続
き
を
し
た
ら
よ
い
か

ど
の
役
所
で
扱
っ
て
も
ら
え
る
か

を
ど
の
問
い
合
せ
に
つ
い
て
お
答
え
す

る
も
の
で
す
。
人
権
の
相
談
と
同
じ
よ

う
に
、
遠
慮
を
く
相
談
し
て
下
さ
い
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形



係
へ
五
月
二
十
日
ま
で
に
、
印
か
ん
を

お
持
ち
の
上
ご
相
談
下
さ
い
。

⑳

⑳

保
険
料
の
申
請
免
除

報町府江

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
り
病
気

や
け
が
で
障
害
者
に
を
っ
た
と
き
に
年

金
を
支
給
し
て
、
生
活
の
安
定
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

年
金
を
受
け
と
る
た
め
に
は
、
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

加
入
義
務
の
あ
る
人
で
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
保
険
料
を

免
除
す
る
申
請
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。保
険
料
の
免
除
を
受
け
ら
れ
る
人
は

▽
国
民
年
金
に
加
入
し
を
け
れ
ば
な
ら

を
い
強
制
加
入
の
人
で
あ
る
こ
と
。

▽
所
得
が
を
い
と
き
。

▽
所
得
が
少
を
く
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
非
常
に
困
難
を
と
き
。

に
限
り
、
申
請
の
上
、
知
事
の
承
認
が

必
要
で
す
。
但
し
保
険
料
の
免
除
を
受

け
る
と
年
金
額
は
、
保
険
料
を
納
め
た

場
合
の
三
分
の
一
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い

て
は
、
十
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
免

除
を
さ
れ
た
当
時
の
保
険
料
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
追
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
度
保
険
料
の
免
除
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
役
場
町
民
課
福
祉

5月31日が期限

凰民年金の現況届

国
民
年
金
の
障
害
年
金
・
母
子
年
金
・

準
母
子
年
金
・
遺
児
年
金
及
び
か
婦
年

金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
五
月
三
十
一

日
ま
で
に
、
「
国
民
年
金
受
給
権
者
現
況

届
」
が
必
要
で
す
。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
が
今
後
も

引
き
続
い
て
年
金
を
受
け
る
資
格
が
あ

る
か
ど
う
か
を
年
一
回
確
認
す
る
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。

も
し
、
現
況
届
を
提
出
期
限
ま
で
に

提
出
し
な
い
と
、
九
月
以
降
に
支
払
わ

れ
る
年
金
は
一
時
差
し
止
め
ら
れ
ま
す

の
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
を
い
よ
う

受
給
権
者
に
届
け
ら
れ
て
い
る
用
紙
に
、

住
所
地
の
市
町
村
長
の
証
明
を
う
け
て
、

必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

た
だ
し
、
昨
年
六
月
以
降
に
、
新
た

に
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

人
や
、
年
金
の
支
給
停
止
が
解
か
れ
て

受
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
人
は
、
今

年
は
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
を
受
け

て
い
る
人
は
、
毎
年
、
受
給
者
の
誕
生

月
の
末
日
ま
で
に
、
社
会
保
険
庁
あ
て

に
提
出
す
る
こ
と
に
を
っ
て
い
ま
す
。

昭和56年度　納税こよみ

納期 限 税　　　　　　　　　 目

4月3（P 軽 自動車税 （全期）

6 1 固定資産税 （第 1 期）

6 30 町県民税 （第 1 期）国民健康保険税（第 1期）

7 31 固定資産税 （第 2 期）

8 3 1 県町民税 （第 2 期）

9 3 0 国民健康保険税（第 2 期）

10 3 1 町県民税 （第 3 期）

11 3 0 国民健康保険税（第 3 期）

12 2 5 固定資産税 （第 3 期）

2 1 町県民税 （第 4 期）国民健 康保険税 （第 4 期）

3 1 固定資産税（第 4 期）

圏町税の納付は

納期限内に

納期内に納める場合

町税は、納期内に町役場出納室（納税組合は

組合を通して）に納めて下さい。

納期後1月経過した場合は、出納室に直接納

めて下さい。

納期後の納‡削ま延滞金が

町税を納期後に納めると延滞金（年利14．6％）

を余分に納めることになります。余計な延滞金

を納めかいためにも納期納税にご協力下さい。

納税相談はお気軽に

納期内に納税できかいときは、お気軽にご相

談下さい。

軽自動車税の納税証明は

納税通知書に

軽自動車の車検を受けるときに必要を納税証

明書は、その年の4月に納付された軽自動車税

の納税通知書に添付していますので、この証明

書を切り取って車検証と一緒に保管して下さい。

献
血
者三
十
二
名

三
月
十
九
日
、
日
本
赤
十
字
社
の
献

血
に
あ
た
り
ま
し
て
、
三
十
二
名
の
皆

さ
ま
か
ら
心
温
ま
る
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ご
提
供
下
さ
い
ま
し
た
方
々
に
、
紙

上
を
通
じ
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
江
府
分
区
長

江
府
町
長
　
井
上
健
治

献
血
者
芳
名
（
敬
称
略
）

江
府
町
農
協

藤
原
浩
行
　
河
上
春
美
　
加
藤
知
里

長
尾
　
保
　
藤
原
雅
子
　
加
藤
邦
子

生
田
人
美
　
長
岡
　
利
　
澤
口
　
勉

長
岡
邦
一
平
川
陽
之
　
藤
原
泰
久

遠
藤
敏
彦
　
末
次
晴
士
　
宮
本
勅
寛

日
野
尾
千
絢
　
筒
井
章
年
　
相
見
照
美

影
山
弘
美
　
片
山
俊
吉
　
井
上
恵
美

大
山
衣
料
〈
江
府
工
場
）

高
橋
福
子
　
小
西
正
郎
　
吾
川
美
江

塚
本
敏
夫
　
三
好
昭
子
　
高
橋
　
葉

栗
原
芳
紀
　
池
田
　
勉
　
武
藤
義
人

坂
本
達
美
　
宇
田
川
満
代

Soumu
四角形

Soumu
四角形



昭和56年5日15日発行≡＝≡亡116）

ふ
る
さ
と
歳
時
記
⑳

江　　府　　町　　報

郷土の近世生活資料

貝
田
原
堀
貫
の
執
念

左
指
の
文
書
は
、
佐
川
の
住
田
義
光
家

に
残
る
「
‖
田
原
堀
貫
普
請
藷
人
用
割
方

根
帳
」
で
、
明
治
二
年
四
月
、
佐
川
村
庄

屋
住
田
武
右
門
と
署
名
が
あ
る
。

こ
の
人
は
、
現
住
田
氏
か
ら
六
代
以
前
、

本
家
の
当
主
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
住
田

家
は
村
庄
屋
職
を
分
家
に
引
継
い
だ
と
こ

ろ
か
ら
、
分
家
に
関
係
文
書
が
現
存
す
る

と
い
う
。

内
容
に
わ
た
っ
て
み
る
と
　
「
一
、
明
治

元
年
、
日
野
郡
佐
川
村
古
地
用
水
困
難
二

付
、
江
尾
川
ヨ
リ
小
江
尾
川
之
間
、
貝
田

原
堀
貫
噺
上
、
御
聞
届
二
相
成
、
脚
普
請

ヒ
成
傾
、
其
節
佐
川
村
出
金
左
之
通
り
」

に
始
ま
り
、

「
六
貫
四
百
六
拾
匁
　
佐
川
村
出
金
、
中

庄
屈
工
上
納

百
八
拾
壱
匁
五
分
　
竹
田
屋
仕
出
し
辰

年
（
明
治
元
）
よ
り
己
（
明
治
二
）
四
月
迄

弐
拾
匁
　
中
庄
屋
御
礼

百
拾
参
匁
　
請
負
人
軒
瑞
　
酒
肴
代

拾
匁
　
右
之
節
、
し
ゃ
く
取
入
祝
儀

参
拾
八
匁
御
見
分
之
節
琵
中
入
用

酒
肴六
拾
匁
　
願
書
か
き
ち
ん

百
五
拾
六
匁
　
借
賛
金
之
利
子
正
月
ヨ

リ
四
月
迄

拾
五
匁
　
入
用
割
之
節
之
入
用

′
七
貫
五
拾
参
匁
五
分

内
　
九
百
参
五
分
参
僅

是
ハ
畑
開
キ
及
ヒ
田
井
手
土
手
売
代

残
り
六
貫
百
五
拾
匁
　
是
分
、
村
中
申
合

二
付
、
六
ツ
割
り
二
シ
、
壱
歩
参
百
拾
弐

匁
五
分
　
（
後
略
）

こ
の
事
業
の
始
終
は
　
「
江
府
町
史
」
　
に

詳
し
い
が
、
藩
政
末
期
、
小
江
尾
川
上
涜

地
帯
で
開
田
が
急
激
に
進
み
、
た
め
に
、
こ

の
川
に
水
源
を
求
め
て
い
た
佐
川
村
の
用

水
が
不
足
、
佐
川
村
で
は
自
力
に
よ
っ
て

貝
田
台
地
に
約
百
四
十
メ
ー
ト
ル
の
ト
ン

ネ
ル
を
掘
り
、
江
尾
川
か
ら
も
導
水
す
る

と
い
う
大
工
事
で
、
文
政
四
年
二
八
六

四
）
　
以
前
か
ら
蒲
へ
出
験
し
た
も
の
の
、

規
模
の
大
き
さ
に
、
容
易
に
認
め
ら
れ
を

か
っ
た
い
き
さ
つ
が
あ
る
。

右
の
出
金
に
ま
つ
わ
る
労
苦
も
さ
ぞ
か

し
と
思
わ
れ
る
が
、
工
事
着
工
の
明
治
元

年
に
は
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
、
山
陰
鎮
撫

便
鳥
取
入
り
、
排
仏
毀
釈
運
動
、
江
戸
開

城
。
ま
た
完
成
の
翌
二
年
に
は
版
籍
奉
還
、

東
京
遷
都
な
ど
、
維
新
の
激
浪
に
国
中
が

も
ま
れ
続
け
る
社
会
情
勢
の
中
で
、
こ
れ

だ
け
の
大
事
業
を
遂
行
し
た
先
人
た
ち
の

執
念
が
息
づ
い
て
い
る
資
料
で
あ
る
。

（
協
力
　
県
立
博
物
館
・
同
米
子
図
書
館
）

あ
り
が
と
・
つ

一
し
ぎ
い
ま
し
た

三
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

本
五
　
沢
田
大
蔵
殿

（
長
男
大
将
様
ご
逝
去
）

本
五
　
大
江
眞
一
殿

（
父
暗
源
様
ご
逝
去
）

貝
田
　
遠
藤
　
延
殿

（
父
吉
治
様
ご
逝
去
）

尾
上
原
福
本
英
雄
殿

（
妻
を
か
よ
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

武
庫
　
梅
林
澄
江
殿
（
本
人
様
退
院
）

宮
市
　
長
岡
邦
一
殿
（
本
人
様
退
院
）

御
机
　
小
倉
童
子
殿
（
本
人
様
退
院
）

助
沢
　
加
藤
卓
美
殿
（
本
人
様
退
院
）

大
河
原
安
田
峯
男
殿
（
本
人
様
退
院
）

本
二
　
田
中
包
代
殿
（
本
人
様
退
院
）

日
の
話
仲
川
鈴
子
殿
（
本
人
様
退
院
）

尾
上
原
宮
本
亀
代
殿
（
本
人
様
退
院
）

久
遠
　
岡
本
ヨ
シ
子
殿
（
本
人
様
退
院
）

本
二
　
道
下
満
亀
代
殿
（
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
　
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

・
…
・
…
＝
尊
意
銀
行
受
払
報
告
…
…
…

新
一
　
岡
田
　
貴
弘
　
利
一

助
　
澤
　
北
村
　
清
香
　
仁
巳

田
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

建
井
　
秀
之

戸
崎
　
香
澄

）
江
尾
米
子
市
椛
町
か
ら

吊
招
川
J
）
香
川
県
観
音
寺
市
か
ら

武
庫

1．2月末累計額

289万2千990円

2．3月中寄付額
23万9千円

内　訳

快気枕11万4千円
香典返し12万5千円

3．支出音声

払出希望　2万円

需用費　　6千円

4．3月末累計額

310万5千990円

命
令
車
庫
㊨
鼻
麻

人
の
動
き
（
三
月
届
〉

㊨
命
令
命
令
身
命

四
月
届
は
次
号
に
掲
鼓
し
ま
す
。

田
お
誕
生
お
め
で
と
う

佐
　
川
　
宮
本
　
宏
明
　
凍
男
　
二
男

大
河
原
　
千
藤
　
義
明
　
　
仁
　
長
男

新
　
二
　
上
代
　
研
司
　
賀
人
　
三
男

…
…
門
）
日
日
町

翫
㌍
）
銅
県
市
原
市
か
ら

雛
㌍
詔
）
雛
県
能
義
郡
か
ら

銅
開
）
絹
川
用

糾
輝
用
）
絹
町
印
賓
か
ら

銅
川
温
摘
）
銅
錯
絹
江
町

⑳

糾
㍗
賀
招
）
絹
県
上
益
城
郡
か
ら

銅
…
…
H
）
琵
紺
皆
生
か
ら

鍼
真
紅
）
銅
相
場
市

㌍
由
㌍
）
鏑
悶
摘
蟻

加
藤
　
長
寿

多
賀
　
公
子

）
柿
原
島
根
県
八
束
郡
か
ら

銅
貴
…
紺
）
銅
府
堺
市
か
ら

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

貝
田
　
遠
藤
　
吉
治
　
9
1
歳
　
延
　
宅

新
二
　
手
島
　
浅
重
　
8
8
歳
　
泉
　
宅

本
五
　
大
江
　
晴
源
　
7
4
歳
　
眞
一
宅
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